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戦
争
法
廃
止
の
正
念
場

　

県労連　田口委員長

　

県
労
連
役
員
一
同
、
新
し

い
年
も
運
動
の
前
進
を
作
り

出
す
た
め
に
、
日
々
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

執
行
委
員
長　

田
口　

朝
光

副
委
員
長　
　

石
川　

眞
人

副
委
員
長　
　

樫
原　

正
彦

副
委
員
長　
　

畑
山　

佳
代

副
委
員
長　
　

筒
井　

敬
二

副
委
員
長　
　

橋
詰　

雅
彦

書
記
長　
　
　

牧　
　

耕
生

書
記
次
長　
　

金
子　

竜
太

書
記
次
長　
　

森
永　

真
史

執
行
委
員　
　

八
木
敬
三
郎

執
行
委
員　
　

小
澤
幸
次
郎

執
行
委
員　
　

谷
内　

康
浩

執
行
委
員　
　

武
樋　

匡
英

執
行
委
員　
　

牧
田　
　

寛

執
行
委
員　
　

大
原　

髙
宏

執
行
委
員　
　

高
月　

陽
生

執
行
委
員　
　

山
崎　

正
人

執
行
委
員　
　

町
田　
　

麗

執
行
委
員　
　

筒
井　

典
子

　

本
年
も
県
労
連
を
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

安
倍
政
権
打
倒
の
春
闘
に

　 
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
戦
争
法
廃
止
の
正
念

場
の
年
で
す
。
そ
し
て
そ
の
一
歩

と
な
る
参
議
院
選
挙
の
年
で
す
。

　 

昨
年
９
月
１
９
日
、
自
公
政
権

は
戦
争
法
を
強
行
採
決
し
ま
し

た
。
国
民
の
６
割
が
反
対
し
、
八

割
が
説
明
不
足
と
言
う
中
で
の
暴

挙
で
し
た
。
数
万
人
の
国
民
が
官

邸
前
、
国
会
周
辺
に
連
日
押
し
寄

せ
、
「
憲
法
を
壊
す
な
」「
民
主
主

義
を
守
れ
」
と
声
を
上
げ
ま
し

た
。

  

戦
争
法
廃
止
の
四
原
則
は
、
「
忘

れ
な
い
」「
諦
め
な
い
」「
騙
さ
れ
な

い
」「
手
を
つ
な
ぐ
」
で
す
。

　
全
国
の
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条

壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
」
に
結
集
し
て
、
県
内
で
は

「
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
、
県
民
的
な

共
同
行
動
や
毎
月
１
９
日
の
集
会

の
開
催
、
戦
争
法
廃
止
の
２
千
万

署
名
の
行
動
に
立
ち
上
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
「
野
党
は
共
闘
」
の

呼
び
か
け
を
行
い
、
政
党
への
選
挙

協
力
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　 

９
月
１
９
日
を
「
民
主
主
義
が

死
ん
だ
日
」
で
は
な
く
、
「
新
た
な

民
主
主
義
の
誕
生
の
日
」
と
す
る

た
め
こ
の
一
年
間
、
奮
闘
し
ま

し
ょ
う
。

  

安
倍
首
相
が
や
り
た
い
こ
と

（目

的
）
は
、「
９
条
明
文
改
憲
」
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
政
権
維
持
、
高
支

持
率
が
必
要
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
さ

え
そ
の
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。

　 

従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
た
め
な
ら

「
賃
金
も
上
げ
る
」
し
、
「
最
賃
も

上
げ
る
」。
福
祉
に
も
ち
ょ
っ
と
分

配
す
る
「
振
り
」
を
す
る
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
「
ご
っ
た
煮
」
の
出
来
上

が
り
で
す
。
こ
れ
が
、
国
民
の
目

を
く
ら
ま
し
て
い
ま
す
。

　 

し
か
し
、
福
祉
を
敵
視
し
な
が

ら
の
弥
縫
策
で
は
、
限
界
が
あ
り

ま
す
。
消
費
税
引
き
上
げ
の
中
で

の
「
低
所
得
者
対
策
」
は
、
ご
ま

か
し
で
す
。
「
騙
さ
れ
な
い
」
こ
れ

が
、
合
言
葉
で
す
。

　 

み
な
さ
ん
、
昨
年
は
５
つ
の
組

合
を
作
り
ま
し
た
。
自
交
総
連
の

北
部
ユ
ニ
オ
ン
、
土
電
ハ
イ
ヤ
ー
労

組
、
高
知
一
般
土
佐
食
支
部
、
高

知
県
医
労
連
さ
め
う
ら
ユ
ニ
オ
ン
。

高
知
自
治
労
連
高
知
公
務
公
共

一
般
・
香
美
市
保
育
園
支
部
。
県

労
連
、
産
別
、
地
域
労
連
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
だ
成
果
で
す
。
２

０
１
０
年
以
降
、
全
県
下
で
相
談

会
を
開
催
し
て
来
ま
し
た
。
今
年

も
組
織
拡
大
が
花
開
く
年
に
し
ま

し
ょ
う
。

　 

職
場
や
地
域
課
題
に
真
正
面
か

ら
向
き
合
う
、
高
知
県
労
連
の
気

風
を
大
い
に
発
揮
す
る
年
に
し
ま

し
ょ
う
。

新
た
な
門
出
に

ウ
キ
ウ
キ
し
て
お
り
ま
す
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３
月
　

自
交
総
連
北
部
ユ
ニ
オ
ン
結
成

　
北
部
交
通
に
自
交
総
連
の
旗

が
。
４
名
で
の
ス
タ
ー
ト
。

１
月
　

振
動
障
害
不
支
給
認
定
取
消
し

裁
判
・
勝
利
報
告
集
会

｢

戦
争
法
廃
止｣

で
共
同
が
共
闘
に

　

安
倍
内
閣
は
、
戦
争
法
を
強
行
採
決
し
ま
し
た
。
民
意
を

無
視
す
る
姿
勢
に
、
政
治
と
距
離
を
置
い
て
い
た
学
生
の
団
体

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
や
マ
マ
の
会
な
ど
幅
広
な
共
同
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
　
今
年
は
、
「
参
議
院
選
挙
の
年
」
で
す
。
地
域
で
は
、
「
戦

争
法
廃
止
」
の
一
点
共
闘
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
悪
政
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
、
職
場
と
地
域
の
要
求
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

３
月

３
・
１
１
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　
震
災
か
ら
４
年
目
と
な
る
集

会
で
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
で
丸
の
内

緑
地
を
照
ら
し
ま
し
た
。

３
月

最
賃
・
労
働
局
前
集
会

４
月

太
平
洋
学
園
で
の
出
前
授
業

　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
に
立
ち
向
か
う

働
く
者
の
権
利
に
つ
い
て
講
義
を

行
い
ま
し
た
。

５
月

「
わ
く
わ
く
講
座
」
開
校
式

　

高
知
で
は
８
０
名
以
上
が
受

講
し
ま
し
た
。

2015年を振り返る
2016年 「新年号」 特別企画

２
月

最
賃
・
公
契
約
キ
ャ
ラ
バ
ン

１
月
　

成
人
式
宣
伝

５
月

高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー

　
高
知
市
中
央
公
園
に
１
１
０
０

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

６
月
　

高
知
一
般
土
佐
食
労
組
結
成

　
土
佐
清
水
に
あ
る
第
３
セ
ク

タ
ー
で
労
働
組
合
が
結
成
さ

れ
、
未
払
い
残
業
代
の
２
年
間

遡
っ
て
の
支
払
い
な
ど
、
要
求

を
具
体
的
に
前
進
さ
せ
ま
し
た
。



　

(3)２０１６年１月０８日　　　　　 　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　　ＮＯ．１８１

１
０
月
　

「
非
正
規
の
均
等
待
遇
を
実
現

す
る
高
知
の
会
」
結
成
総
会

郵
政
２
０
条
裁
判
を
支
援
し
、

非
正
規
の
処
遇
改
善
を
目
指
し

ま
す
。

８
月
　

最
賃
審
議
会
で
の
意
見
陳
述

　
最
低
賃
金
の
答
申
を
前
に
高

知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で
県

労
連
か
ら
２
名
が
意
見
陳
述
を

行
い
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
を
訴
え
ま
し
た
。

９
月

戦
争
法
の
強
行
採
決
反
対

座
り
込
み
行
動

　
参
議
院
で
の
戦
争
法
の
強
行

採
決
に
反
対
し
、
高
知
市
役
所

前
で
座
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

８
月

戦
争
法
廃
案
！
高
知
県
民
集
会

　
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
が
主
催
し
、

丸
の
内
緑
地
に
て
戦
争
法
案
の

廃
案
を
求
め
る
県
民
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

１
０
月

民
主
市
政
の
会
記
者
発
表

　
県
労
連
も
加
盟
す
る
民
主
市

政
の
会
で
高
知
市
長
選
挙
の
候

補
者
を
擁
立
し
て
戦
い
ま
し
た
。

１
１
月

さ
め
う
ら
ユ
ニ
オ
ン
結
成
大
会

　
嶺
北
の
早
明
浦
病
院
で
労
働

組
合
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

７
月

安
保
法
案
反
対
宣
伝
行
動

　
５
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
安

保
関
連
法
案
に
反
対
し
、
県
内

各
地
で
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し

た
。

１
１
月

副
知
事
・
教
育
長
交
渉

　
交
渉
で
は
、
若
者
が
県
内
に
と

ど
ま
る
よ
う
、「
教
育
の
地
産
地

消
」
と
生
活
の
ス
ト
ッ
ク
部
分
で

あ
る「
住
宅
手
当
の
補
助
」な
ど

を
訴
え
ま
し
た
。

１
２
月

あ
っ
た
か
村
・
何
で
も
相
談
会

　
７
年
目
を
迎
え
た
な
ん
で
も
相

談
会
は
、
弁
護
士
な
ど
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
当
日

は
１
４
件
の
相
談
に
対
応
し
ま
し

た
。

１
１
月

伊
方
原
発
再
稼
働
反
対
！

全
国
集
会
ｉ
ｎ
松
山

　
伊
方
原
発
の
再
稼
働
容
認
を

受
け
、
４
０
０
０
人
が
反
対
集

会
に
結
集
し
ま
し
た
。

１
２
月

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

当
日
は
、
９
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

守
ろ
う
平
和
！
な
く
そ
う
原

発
！
県
民
集
会

　
１
２
０
０
名
が
結
集
し
、
戦
争

法
廃
止
、
原
発
廃
止
、
安
倍
政

権
の
退
陣
を
訴
え
ま
し
た
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
２
月
８
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時
事
川
柳
を
募
集
中
！

　

１
８
０
号
の
答
え
は
「
カ
ル
タ

ト
リ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

【
当
選
者
】

　
※
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の

都
合
上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

中
西　

良
太　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
ミ
ロ
ク
労
組
）

岡　
　

正
也
さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

川
久
保　

二
美　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

おたよりの紹介

○高知市長選は森さんは本当に残念でしたが、来年の

参議院選で応援したいです。 県教組 （S･Y）

【ヨコのカギ】

①敵に○○を送

る　③夏のはじめ

　⑤ 「夜明け前」

の作者は島崎○

○　⑦グラフのx

○○　⑧○○で

　

今
年
の
年
男･

年
女
は
県
教
組
の
植
野
慎
司
さ
ん
で
す
。

今
年
の
決
意
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
使
い
道
○
○

不
明
金
　
②
王
の
息
子
　
③
頼
り

な
さ
そ
う
で
○
○
は
強
い
　
④
同

安
倍
政
治
終
わ
り
の
年
の
目
出
た
さ
に

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（源
朝
光
）

新年の抱負
「年男･年女」

県教祖　植野慎司さん

窓
会
の
―
―
を
務
め
る
　
⑥
天
皇

が
位
に
つ
く
　
⑧
外
国
。
―
―
情

緒
　
⑨
似
て
い
る
こ
と
。
―
―
商

品
　
⑪
海
外
―
―
歴
な
し
　
⑬
音

読
み
○
○
読
み
　
⑮
＄

もテコでも動か

ぬ　⑩叔父や叔

母の子　⑫○○

同音に 「ノー」　

⑭領土。広大な

――　⑯人たる

道。 ――に背く

大
掃
除 

安
心
し
て
ね 

掃
い
て
ま
す

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（高
橋
狸
）

サ
ワ
や
か
な 

現
役
引
退 

ホ
マ
レ
か
な

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（高
橋
狸
）

安
倍
が
サ
ル
選
挙
勝
利
の
初
夢
か

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
（牧
師
）

○いつも情報源として読ませていただいております。今

回初めて投稿してみました。自治労連 （O･M）

○いつも機関紙作り、 ご苦労様です。 今年もがんばっ

て下さいね。自治労連 （K･F）

○静かなる貧困はとても深刻な問題だと思いました。ミロ

ク労組 （N･R）

○伊方原発再稼働同意、再稼働しなくても危険性が迫っているのになぜ

ですか？電力は足りてるのに、 私も反対です。 建交労 （T･H）

○野球の国際大会「プレミア１２」で韓国に逆転負けという結果になりす

ごくくやしいです。 ２１日の３位決定戦、 がんばってほしいです。 自治

労連 （S･Y）

○日本は世界に類のない地震多発国です。伊方原発再稼働は絶対に

やめて下さい！全労働（U･T）

詳しくは、県労連ＨＰへ！

｢高知県労連｣で検索できます。

←←←←←←←←←←←←←

　
２
０
１
６
年
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
今
年
も
仕

事
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
一

生
懸
命
の
１
年
で
あ
り
た

い
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
県
教
組
の

と
り
く
み
に
も
精
一
杯
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　
で
す
が
、
そ
ん
な
充
実
し
た
１
年
を
送
る
た
め
に
も
、

体
が
大
事
。
「
健
康
第
一
」
で
す
。

　
ま
た
、
そ
ん
な
私
を
支
え
て
く
れ
る
の
は
妻
と
娘
と

息
子
。

　「
家
庭
円
満
」
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

　
仕
事
も
忙
し
い
け
ど
、
早
く
帰
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
は
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
、
家
庭
で
の
時
間
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。


